
令和８年熊本地震に係る
鳥取県支援対策本部会議（第３回）
・台風第13号に係る情報連絡会議

【日 時】令和８年８月４日(火)午後3時50分～

【場 所】災害対策本部室（県庁第２庁舎３階）

【参加者】知事、副知事※、政策統轄監※、関係部局、

鳥取地方気象台
※リモート参加

【次 第】１ 熊本地震の本県の支援について
２ 最新の気象予測等
３ その他 1



被害状況
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消防庁被害報（8/4 11:00時点）
熊本県災害対策本部会議資料（8/3 14：00時点）ほか

人的被害 熊本県：死者３８人、重傷１５人、軽傷等１０４人
≪死者の内訳≫
八代市20人、宇城市3人、嘉島町7人、甲佐町1人、氷川町5人

うち災害による負傷の悪化又は身体的負担による疾病により死亡した可能
性のある死者1人。災害との関連を調査中の死者1人

福岡県：重傷１人・軽傷１人、大分県：軽傷１人、
鹿児島県：軽傷１人

住家被害 熊本県：全壊７００棟、半壊１，０４５棟、
一部破損５，５３２棟

福岡県：一部破損８棟

火災等
発生状況

熊本県：火災１１件
救助６４件

重大事象 • 日本製紙八代工場にて、閉じ込められた11人全
員の救助完了（うち9人は死亡）

• イオンモール熊本にて、12人救助し、うち5人は
軽傷、7人は死亡※救助活動終了

○主な被害等

○避難状況等（熊本県）
・開設避難所数 １６２箇所（１７市町村）
・避難者数 ８,３８３人 ・断水 ４５,２８０戸
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自治体による対口支援の状況

受援団体 総括支援団体 対口支援団体(52都府県市)

熊
本
県

氷川町
(ひかわちょう)

佐賀県 佐賀県、鳥取県、島根県、広島県、愛媛県、高知県
※氷川町に鳥取県から連絡員派遣済

熊本市 -

埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、札幌市、仙台
市、さいたま市、千葉市、川崎市、新潟市、静岡市、浜松市、
名古屋市、京都市、堺市、神戸市、岡山市、広島市、福岡市、
大阪市

八代市 大分県
大分県、福井県、大阪府、岡山県、山口県、長崎県、鹿児島
県、沖縄県、北九州市

宇土市 福岡県 福岡県、滋賀県、京都府、徳島県、香川県

宇城市 福岡市
福岡市、富山県、石川県、長野県、岐阜県、静岡県、愛知県、
三重県、兵庫県、奈良県、和歌山県、宮崎県

美里町 長崎県 長崎県

嘉島町 宮崎県

8月4日10:30時点



氷川町の概要
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平成１７年に竜北町と宮原町が合併
７月２８日16:27の地震で震度７を記録
＜面積＞33.31㎢
＜人口＞10,351人

町の特産品「吉野梨」、町木：梨

【被害状況】熊本県被害報 8月3日14:00時点
○ 人的被害：死者5名、分類未確定14名
○ 住家被害：全壊163、半壊195、一部破損903
○ 避難所の開設状況：４箇所 342名避難
○ 断水：約3,200戸
８割以上の梨が枝から落ちるなどの被害あり

【対口支援団体（役割分担）】
○ 避難所運営等：愛媛県、高知県、佐賀県
○ 住家被害認定：広島県、佐賀県
○ 罹災証明発行：鳥取県、島根県



氷川町内の被害状況
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トイレカー等の支援

県が整備するトイレカー（３台）、シャワーカー（１台）を派遣
協定に基づき、県内事業者が被災地で給水支援を実施
その他、協定事業者による避難所への炊き出し支援を調整中

【トイレカー、シャワーカー】
・トイレカー３台を宮原防災公園と野津防災公園に設置（付近の住民が活用）
・シャワーカーは氷川公民館に設置

【給水支援】
・県との協定に基づき、(有)寺谷建材が給水車を派遣し、氷川町の避難所や福祉施
設で給水を実施
・併せて同社が県のトイレカー等を輸送
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対口支援先（熊本県氷川町）の被災状況、支援ニーズを踏まえ、他支援自治体と調整し、適宜、追加支援を検討

鳥取県からの人的支援派遣状況
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チーム区分
（派遣先）

業務内容 区分 派遣期間 現地活動 人数 職員の所属

情報連絡員
（熊本県庁、氷川町）

現地との連絡
調整

第１陣 7/29～8/4 7/30～8/3 2
県

第２陣 8/2～8 8/3～7 2

罹災証明発行支援等
（氷川町）

罹災証明の受
付・発行等

第１陣 8/1～7 8/2～6 10 県
※第２陣以降は県・市町村共同で派遣

保健師チーム
（氷川町）

保健師活動調
整、個別訪問

第１陣 8/1～4 8/2～3 2
県

第２陣 8/3～9 8/4～8 4

鳥取DMAT
（熊本市内）

病院支援、診
療所スクリー
ニング、避難
所支援等

第１陣 7/30～8/3 7/31～8/2 15
中央病院・厚生病院・
鳥大附属病院

第２陣 8/1～6 8/2～5 5 鳥取赤十字病院

建築物・宅地等応急
危険度判定（熊本県）

建築物の応急
危険度判定等

第１陣 7/30～8/3 7/31～8/2 7

県第２陣 8/2～6 8/3～5 7

国交省要請 8/4～8 8/5～7 4

給水支援チーム
（熊本県）

給水支援 第１陣 7/31～8/7 8/1～6 8 米子市

警察災害派遣隊
（熊本県）

人命救助、交
通規制等

警備部隊 7/28～31 7/29～30 23 県警

交通部隊 7/31～8/6 8/1～5 8 県警

被災者支援部隊 7/31～8/9 8/1～8 6 県警

特別自動車警ら部隊 8/1～10 8/2～9 4 県警

避難所応援
（氷川町）

避難所応援 第１陣 8/5～11 8/6～10 10 県



罹災証明発行支援等の活動状況
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【第１陣】 ８／１～７（県職員１０名）

◆８／２～８／３

・物資運搬補助、物資調達 など

◆８／４～

・罹災証明書業務に向けた会場設営、証明書の発行準備 等

※罹災証明のための被害認定調査（全戸調査）が８／６～
開始（罹災証明書発行場所：竜北体育センター）

※第２陣（８／６～）以降も１０名（市町村職員含む）体制で応援職

員の派遣を準備中



保健医療福祉等の対応
○保健師等チームの派遣
・８/１～４まで ２名（保健師１名、調整員１名）
氷川町や他県等と連携し支援内容を調整し、個別訪問を実施。

・８/３～９まで ４名（保健師２名、衛生技師１名、調整員１名）
高齢者世帯を中心とした個別の訪問等の保健活動を実施。

○大規模災害ボランティア活動応援事業
・熊本地震へのボランティア団体等による支援活動へ充当するための、クラウドファンディング
型の寄附金の募集及び当該支援活動を行う補助事業者の募集を開始。

〇避難被災者生活支援金
・災害により鳥取県に避難される方に対し支援金を支給。
（１ヶ月以上居住する世帯（者）に１０～３０万円）

〇鳥取DMATの派遣
・7/30～8/3まで ３隊（中央病院・厚生病院・鳥大附属病院）
・8/1から１隊（日赤病院）
病院支援、診療所等のスクリーニング、避難所支援など活動中。

○災害義援金の受付開始
・7月30日から県庁及び各総合事務所等10か所に義援金募金箱を設置。8月3日から2カ所増
設（県立美術館、とっとり・おかやま新橋館）

〇鳥取県DWATの派遣
・今後、派遣人数・期間等の調整が整い次第、派遣予定。
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・応急危険度判定士の派遣
①被災建築物応急危険度判定士（建築技師）

・7/31から氷川町で活動開始（第2陣まで計8名派遣）
→第3陣（8/6～8）調整済

・全国要請による派遣
→第1陣（8/5～7 八代市）、第2陣（8/8～10 熊本市）調整済

②被災宅地危険度判定士（土木技師）
7/31から氷川町で活動開始（第2陣まで計6名派遣）
→宅地危険度判定の予備調査等に従事、第3陣（8/6～8）調整済

・給水支援
全国要請により8/1から活動開始
→派遣元：米子市（8/1～6）、鳥取市（8/7～12）

・県営住宅等の提供
県営住宅(世帯用16戸)を被災者の方に無償提供可能

（入居期間：当面１年間、家賃：全額免除、光熱水費等：自己負担）

建築物・宅地等の応急危険度判定・給水支援等
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公共施設等への復旧支援
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町道の変状と応急処置状況

〇災害査定への支援

・氷川町内の公共土木施設の被災箇所の抽
出は現在実施中

・今後の災害査定のための詳細な調査に向け
て、氷川町への技術職員（土木、農林）の追加
支援を他支援自治体と調整

〇応急復旧へ支援

・被災宅地危険度判定士として派遣中の土木
技師は氷川町建設水道課・氷川町建設業協会
と連携し、被災箇所の応急・復旧工事を進めて
いる
・併せて倒壊建物の道路影響箇所を調査中

建設水道課・建設業協会との調整状況



○機動的に対応できるよう、予備費５千万円を発動（8/4）
救援物資購入・輸送経費、災害派遣医療チーム（DMAT）負担金、
職員派遣経費 等

○ふるさと納税代行受付による被災自治体支援

被災自治体の受領証明書やワンストップ特例申請書の発行、
送付などの事務負担軽減を図ることを目的とし、次のとおり
ふるさと納税の代行受付を実施する。

・被災自治体 熊本県、氷川町

・代行受付実施県 鳥取県

・受付開始日 ８月４日（火）

・代行業務

①被災自治体へのふるさと納税を鳥取県への寄附として受け入れ、被災自治体へ送付

②寄附金受領証明書等の発行、送付

※ 予算は９月補正で措置（１．５億円程度）

予備費対応・ふるさと納税代行受付
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フェイク情報対策支援
○フェイク情報対応実証チームによるサイドサポート

 熊本地震に関連するフェイク情報や真偽不明情報
が拡大傾向 ⇒ 不安や混乱リスクの拡大

 チームは、ＳＮＳモニタリングツールを活用し、
熊本の県民や地域、災害対応に悪影響が懸念され
る投稿（フェイク情報や真偽不明情報等）を発見
した際に、熊本県へ情報提供

※熊本県として情報発信等の対応が必要となった際の留意点等についても情報提供

ＳＮＳ投稿で多く使われている最新のワード
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○県特別相談窓口を開設（7/29）（商工政策課 TEL:0857-26-7538）

○災害等緊急対策融資「令和８年熊本地震対応枠」発動（8/4）
・取引先の被災等により影響を受ける事業者の資金繰りを支援

・利率1.63％、融資枠５億円

県内産業・事業者への影響と対応

半導体・自動車生産拠点が集中する九州
・順次再稼働も、一部は装置調整に時間を要し、再開未定

サプライチェーンへの影響
・取引先・生産協力企業が被災 → 納品・調達への影響を懸念

（電 子 部 品）半導体の調達は9月まで確保しているが、それ以降が未定

（自動車部品）被災した工場の稼働が不明で、納入時期の先延ばしが見込まれる

・道路・鉄道網の被災 → 熊本県内経由の通常ルートが使えない状態

（食品製造）高速道路が使えないため、熊本県内の工場からの商品発送が遅延傾向

（水 産 物） 九州南部からの入荷及び出荷できず、欠品が生じる懸念

本県立地企業の九州拠点にも影響
・飲料水生産工場が稼働停止 → 本県工場活用の検討を進める

・そのほか、県内拠点での代替生産の動きも（食品加工・災害長期化に備えたリスク分散対応）

○県内産業・事業者への影響
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台風第１３号の強風、交通の影響に注意

○台風第１３号は、強い勢力、大きな強風域を維持して本州の南

を西進見込み。

本県への影響は、強風や広域的な交通障害となる可能性があり

ますのでご注意ください。

今後の気象情報に注意してください。
強風や広域的な交通障害の発生を要注視。

熊本県現地で支援活動を行う際は、屋外での活動時
に注意してください。
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